






研究目的 

近年,周産期死亡率および罹病率の低下が認められるが,一方では帝切率の増加を懸念する

声も大きいように思われる。そこで,われわれの過去10 年間のデータから,胎児心拍数連続

監視の導入により,帝切率および児の予後にどのような変化をきたしたかを検討すること

を目的とした。 


